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1.会社概要 （TOTO） 
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1.会社概要 （TOTO） 

■事業セグメント別の売上構成と主な商品 

・システムバスルーム 

・水栓金具 

・システムキッチン 

・洗面化粧台 

・衛生陶器 ・浴槽 ・セラミック製品 ・光触媒塗料／タイル 

・水栓金具 

国内住設事業 

海外住設事業 新領域事業 海外住設事業 

連結売上高 5,445億円 
(2015年3月期) 

売上構成比 

・衛生陶器 

・ウォシュレット 

・ウォシュレット 
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荷主Ａ 

物
流
事
業
者 

配
車
担
当
者 

ド
ラ
イ
バ
ー 

配
送 
依
頼 

荷
主 

配車作業 

○○市 
 1号車 

○○市 
 ２号車 

××市 
 ３号車 

▲▲郡 
 ４号車 

① ② ③ ④ 

２．（導入前）配送作業の流れ 

配車作業は特に属人化したノウハウに頼った部分が多い 

順番 
検討 
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EDI 伝票 
＋ 

A社形式 

荷主Ｂ 荷主Ｃ 

EDI 伝票 
＋ 

B社形式 FAX 
伝票 ＋ 

荷主毎に 
別形式で依頼 

配車担当者が手作業で 
･配達先位置や時刻指定 
･ドライバー担当地域 
等を考慮し、車両毎 
に配送先を割り当てる 

積込 

配送 

ドライバーが住所から 
配送経路を考えトラック 
へ積込み、配送する 

ノウハウが
属人化 
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車両①のエリア 車両②のエリア 

３．（導入前）配車作業の考え方 

①車両毎に配送エリア 
 を決める 

③車両毎の配送エリアへ 
 配送データを割当てる 

④車両毎に１日で 
 配送できるか確認する 

②配送物量から増車 
 が必要か検討する 

おわり 

配車作業の課題解決にＩＣＴを活用し、 
配車支援システムを導入した 

人間が考えると余裕を見た配車となり、 
トラックへの積込量が少ない場合がある 
⇒配送効率が悪い 

＜配車作業の課題＞ 

ａ. 

ｂ. 配車作業に時間が掛かっている 

荷台の半分程度しか 
積めていない 
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（C）PASCO （C）INCREMENT P  

はじめ 

４．共通ＫＰＩによる配送効率化活動 

荷主 
：ＴＯＴＯ社 

物流事業者 

D.配送 

配車チェック・アンド・ 
 アクション会（CA会） 

P.配送計画 

改善課題の共有 
配送先との協議 

サービス提供者 
：パスコ社 

サービス提供 
導入立ち上げ 
運用支援 

A.解決方法 
  検討・実施 

物流事業者・荷主が連携し、共通ＫＰＩ「配車効率」 
でＰＤＣＡ改善活動を推進した 
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物流事業者・荷主共通ＫＰＩ＝「配車効率」 

C.ＫＰＩ 
 評価 

②配送時刻実績差 

【ＫＰＩ】 

クラウド 
サービス 

①配車効率 

物流事業者単独ＫＰＩ＝ 
「配送時刻実績差」 

配送実績把握 
・配車表 
・タブレット 

配車支援システムで 
効率的配送計画を作成 

荷主・物流事業者
合同で課題検討 



 
 配送車両の総容積 

配送予定の総容積 

９３％ 

２ｔ ① 

２t  ② 

1回転 ２回転 

1回転 

10.3m3 5.0m3 

8.9m3 

３台で配送するところを工夫し 

２台（▲１台） で２回転し配送する 
※積載率 ６２％（３台）→９３％（２台） 

５．共通ＫＰＩ 【配車効率管理の目的】 
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目的：少ないトラック台数で、効率良く配送ができるようにする 

積載量/日 

15.3m3 

8.9m3 

【計算例】  
（１） ２ｔ 最大積載量・・・１３m3 

（２） 配送車両数   ・・・２ｔ車３台 

配車効率
の計算式 

配送実績 

13m3 

13m3 

車両の 
積載可能量 

合   計 24.2m3 26m3 

配車効率 

26m3 
24.2m3 近隣地域 

遠方地域 
２t  ③ 

13m3 未使用 
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 配送時刻

実績差の 
計算式 

６．物流事業者ＫＰＩ 【配送時刻実績差の目的】 

【計算例】  

目的：能力向上の余地のあるドライバーを見える化し、 
    教育・訓練をすることで生産性を向上させる 

走行速度
(km/h) 

荷降作業 
時間(分） 

走行予定 
距離(km) 

配送予定 
時刻 

配送時刻 
実績差 

配送実績 
時刻 

３０ｋｍ/h ８分 １３ｋｍ 

走行速度 
（km/h) 

荷降作業 
時間(分） 

走行予定 
距離(km) 

○○建材 

××商店 
（ｴﾝﾄﾞ） 

配送先 配送予定 
時刻 

配送実績 
時刻 

10:00～ 
10:08 

□□運輸 
（ｽﾀｰﾄ） 

9:35出発 

10:58～ 
11:13 

３０ｋｍ/h ２５ｋｍ １５分 

10:30～ 
10:45 

11:45～ 
12:15 

標準的なドライバーでの配送予定時刻（目標時刻） 

配車支援システムで計算する 

9:30出発 

配送時刻 
実績差 

＋６２分 

配車表から手作業で管理 

最終の配送時刻実績差を
KPI管理する 



次世代物流システム構築シンポジウム 9 

配車効率３

120

100

80

60

40

(%)

87%
92%

82%
86%

１台減
車した

配車台数・物量３

５万

４万

３万

２万

40

物量

4t +0

重量
容積

2t +1

軽+0

4t +0

2t +0

軽+0

46700kg

４２１００kg

31000

27800

容積の配車効率実績 

コメントを記入 

重量の配車効率実績 

容積の 
目標配車効率 
で目標線を引く 

車種 と  
増車減車台数 

を記入 

容積 
m3×100 

重量kg 

７．共通ＫＰＩ 【配車効率の管理方法】 

日付 日付 

日々管理 
日々管理 

【配車効率の見える化】 
配車効率グラフを配車担当者・ 
ドライバー・営業所所長が 
見える場所に掲示する。 
 

【配車台数・物量の見える化】 
配車効率の良い日・悪い日の原因を、 
物量と車種毎の台数の関係から検討する 
→良い日…物量が多いが台数が少ない 
→悪い日…物量が少ないが台数が多い 
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①ターミナルからの出発時刻
を記入する 

③配送先から出発する時、 
出発時刻を記入する 
（出発予定時刻を目指し配送） 

④最後にターミナルに 
 到着した時刻を記入する 

②配送先の到着時刻を記入する。 
 （到着予定時刻を目安に配送する） 

＜備考欄について＞ 
・店毎の情報が記載している。 
 （配送カルテ） 
・到着・出発が遅れた理由を手書き 
 で記入する。 
 （例：店の前で荷降ろし場が 
    空くまで待機した） 

８．物流事業者ＫＰＩ 【配送時刻実績差の管理方法】 

①配車表について 

配送先 
予定時刻 
/実績時刻 

＜備考欄について＞ 
･配達先毎の情報を記載している 
 （配送カルテ） 
･到着・出発が遅れた理由を 
 手書きで記入する 
（例：配達先の前で待機した） 

＜配送順番について＞ 
配車支援システムが移動距離・ 
配送完了時刻が最短になるように 
配送順番を決める 
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２ｔ

○○さん

○○さん

□□さん

□□さん
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②配送時刻実績差管理グラフ 

＋３０分に目標線を引く 

－３０分に目標線を引く 

ドライバー毎に最終配送先 
の配送時刻実績差をシール

を貼り表示する 

【配車表】 

【配送時刻実績差管理グラフ】 ②配送予定時刻と実績時刻の差を 
模造紙グラフで管理する 

①配車支援システムが計算した、 
 配送予定時刻を配車表に表示し、 
 ドライバーへ目標時刻を意識させる 

③予定と実績の差が縮まるように 
・配送予定時刻の精度向上 
・ドライバーの作業方法の改善 
 （ドライバーの生産性向上） を図る 

８．物流事業者ＫＰＩ 【配送時刻実績差の管理方法】 

早 

目標 
範囲 

日付 

＋3０分 

－3０分 

日々管理 

遅 

・ドライバーと配達先の約束を 
 ヒアリングし、配送作業上 
 特に非効率となるお客様に 
 ついて荷主・物流事業者の 
 責任者と協力して申し入れを 
 行い、配送を効率化した。 

・ドライバーと配達先の約束に 
よる配送時刻の定時配送化に 
より、非効率な配送となる。 

【**建材担当者】 
毎日９：００まで
に持ってこれませ
んか？ 

**建材 
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Ｂｅｆｏｒｅ Ａｆｔｅｒ 

１１．改善事例 
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ターミナル 配送ルートが 
行ったり来た
りして非効率 

【ドライバー】 
分かりました 

ターミナル 

【**建材担当者】 
取り決めなら 
しかた無いですね 

配送ルート
を効率化！ 

【事例①】 
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・システム提案の方が 
 ドライバー判断より短い距離で 
 配送できることが分かり、 
 配送順番を守ることで 
 配送実績時刻が短縮化された 

・あるドライバーが配送予定 
 時刻と実績時刻の乖離が 
 大きかった 

走行距離 
 ９７km 

走行距離 
 ７１km 

【システム提案】 【走行実績】 

２６ｋｍ短縮！ 

予定完了時刻 
  １５：４５ 

実績完了時刻 
  １７：００ 

配送時刻実績差 
   ＋７５分遅い 

Ｂｅｆｏｒｅ Ａｆｔｅｒ 

１１．改善事例 

【ドライバー】 
いつも行っている順番で
行きました 

（C）PASCO （C）INCREMENT P  

【事例②】 
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定性 
効果 

・配送時刻実績差管理により、 ドライバーの 
 生産性が向上した。 

定量 
効果 

配車支援システムと継続的ＣＡ会により効果が生まれている 

トラック 
配車効率 ５～１０％向上 
配車事務 
作業時間 ６０～９０分/日削減 
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１２．導入効果 

・物流事業者トップの関与により、業務改善を 
 積極的に進める風土が醸成できた。 
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ターミナル数 

３箇所 

・2015年10月度の島根県・鳥取県の自動配車シミュレーション実績をもとに、 
１ターミナル あたり１４％（１,１６４ｔ/年）の削減が見込まれることを想定しました。 
本年度に導入したＴＯＴＯ社 配送委託先の２社の実績を報告します。 

１３．活動実績（CO2排出量削減） 

３,４９２ 

Ｃ０２削減 (ｔ-CO2/年) 

①申請する事業の効果 

②当該事業が申請者全体もしくは申請者が想定する事業領域全体に拡がった 
 場合に期待される効果 
・ 上記①の実績をもとに、ＴＯＴＯ社と他荷主の配送委託先物流事業者の 
 導入見込みを想定しました。  

ターミナル数 

５０箇所 ５８,２００ 

Ｃ０２削減 (ｔ-CO2/年) 
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